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加 島 祥 造
(か じま  しょう

'ど
う)

1923年、東京・神田生まれ。早稲田大学英文

科卒業。米国カリフォルニア州クレアモント

大学院留学、帰国後、信州大学、横浜国立大

学、青山学院大学女子短期大学で英米文学を

教え、1995年 より信州・伊那谷で、詩作、墨

彩画などの制作を行つている。主な著書に

『タオ ヒア・ナウ』 (PARCO出版)『タオ~

老子』 続摩書房)、 ベストセラーになった『求め

ない』 (4、学館)な どがある。

雛|は,と 為は命のなれが甕ある

::昴 ‐
鰊

IはM鶴≒雪∫漑 竃麒

加
島
祥
造

（か
じ
ま

し
ま
つ
で
↓

氏

は
、
府
立
三
商

の
九
期
生
で
す
。

「都

の
空
」
第
十

一
号
　
平
成
十

九
年
十
二
月
十
五
日
で
は
、

「求

め
な

い
」
が

ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
と
な

り
、
会
報

で
紹
介
し
ま
し
た
。
古

代
中
国

の
思
想
家
　
老
子

に

一
九
九
二
に

出
会

い
、
英
語
か
ら

の
自
由
な
翻
訳
を
試

み
て
る
。

今
時
は
、

「受

い
れ
る
」
小
学
館
が
、

発
刊
さ
れ
、
前
回
同
様
好
評
を
博
し
て
い

る
こ
こ
い
ン，
。

＊
＊
＊
同
書

の

一
部
を
紹
介
致
し
ま
す
。

た
と
え
ば

偶
然
を
受

い
れ
る

す

る
と
思

い
が
け
な

い
道

に

導

か
れ

る

と

き

に
は

運
命
を
変
え
る
も

の
と
な
る

偶
然
に
起
き
た
こ
と
や

偶
然
に
あ

っ
た
人
を

受

い
れ
る

そ
れ
は
私
た
ち
を

未
知

の
領
域
に
連
れ
て
い
く

冒

険

に

は

不
安
が
あ
り

驚
き
も
あ
る

求
め
て
い
る
も
の
だ
け
を
選
ぶ
と

人
生

の
ス
リ

ル
は
な

い
よ

意
外
な
成
長
も
ね

＊
＊
＊
素
晴
ら
し

い
先
輩

で
す
ね
。

加
島
先
輩

の
思
想
家
と
し
て
の
悟
り

の
境

地
を
学
び
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
、
境
遇
、

処
世
、
人
生

で
す
が
、
貴
重
な
思
想
、
書

籍
と
し
て
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

受 けいれ る
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…

会

長

留

任

の

平
成
四
年
十
月
に
三
商
会
計
人
会
が

設
立
さ
れ
て
今
年
で
創
立
二
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
総
会
の
時
、
私
が
司
会
を
仰

せ
付
か
り
、
今
当
時
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
今
迄
に
税
理
士
会
の
役
職
を

い
ろ
い
ろ
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
京
税
理
士
会
の
副
会
長
、
東
京

税
理
士
協
同
組
合
の
理
事
長
、
全
国

税
理
士
会
協
同
組
合
の
副
会
長
、
日

本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
、

日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
商
法
対
策

特
別
委
員
会
の
委
員
長
、
税
務
会
計

監
査
事
務
所
健
康
保
険
組
合
の
保
健

施
設
委
員
長
、
東
京
税
理
士
会
日
本

橋
支
部
の
支
部
長
、
ま
た
試
験
合
格

者
で
組
織
し
て
い
る
東
京
青
年
税
理

士
連
盟
の
会
長
、
そ
し
て
専
業
税
理 ご

挨

拶

…

士
協
議
会

の
会
長
等
々
を
歴
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
役
職
を
精

一
杯

私
な
り
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
思
い
出
が

一
杯
あ

り
非
常
に
懐
か
し
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。現

在
総
て
勇
退
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
の
顧
間
、
相
談
役
に
就
任
し
て

，
ル

リ
ま
す
。

現
在
現
職
は
、
こ
の
三
商
会
計
人

会
の
会
長
だ
け
で
す
。
私
も
来
年
は

八
十
才
に
な
り
ま
す
。

本
来
は
勇
退
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
会
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
事
務
局
の
荻
野

さ
ん
か
ら

「留
任
し
ろ
」
と
命
令
受

け
、
留
任
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

荻
野
さ
ん
に
は
今
迄
税
理
士
会
で

い
ろ
い
ろ
の
事
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

頼
む
時
は
お
願
い
し
て
お
い
て
頼

ま
れ
て
断
っ
た
の
で
は
人
間
失
格
だ

と
考
え
お
引
き
受
け
致
し
ま
し
た
。

お
引
き
受
け
し
た
か
ら
は
三
商
会
計

人
会
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り

よ
い
公
認
会
計
士
制
度
、
よ
り
よ
い

長

増

田

昌

弘

第
十
九
期
　
昭
和

二
十
七
年
卒

税
理
士
制
度
に
向
け
て
頑
張
る
と
と

も
に
我
が
母
校
都
立
三
商
に
少
し
で

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
共
会
員
諸
兄
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

八
十
才
を
傘
寿

（さ
ん
じ
ゆ
）
と
云

わ
れ
、
八
十
が
か
さ
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

〒116-0003東京都荒川区南千住5丁目25番 14号

税理士法人荻野弘康事務所内
TEL(3803)2328番
FAX(3805)2069番
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落

日

の百

年

企

業

四
年
前
の
九
月
十
五
日
は
百
年
に

一
度
の
経
済
危
機
の
発
端
要
因
と
な

つ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
満

四
年
の
厄
日
で
あ
る
。
こ
の
世
界
的

金
融
危
機
を
引
起
し
た
原
因
は
、
①

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ト
ン
の
急
増
を
米

国
金
融
監
督
官
庁
が
放
置

（金
融
緩

和
の
長
期
化
）
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
巨
額
の
損
失
発
生
、
②
経
営
陣
ヘ

の
巨
額
報
酬
制
度
、
③
複
雑
な
証
券

化
商
品
に
対
す
る
規
制
の
欠
如
が
指

摘
さ
れ
た
。

我
が
国
の
産
業
界
は
こ
れ
ま
で
数

々
の
危
機

（
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

石
油
危
機
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
大
震
災
）

の
試
練
に
遭
遇
し
て
も
、
回
復
努
力

に
よ
り
克
服
し
て
き
た
。
し
か
し
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
後
は
為
替
の

問
題
や
新
興
国
の
経
済
減
速
懸
念
か

ら
輸
出
が
低
迷
し
て
、
貿
易
収
支
の

経
常
赤
字
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
な
く

な
っ
た
。
失
わ
れ
た
二
十
年
が

「失

わ
れ
た
三
十
年
」
に
入
る
の
か
。

企
業

の
盛
衰
と
神
話

の
崩
壊

こ
の
破
綻
し
た
リ
ー
マ
ン
社
の
事

業
権
益
と
人
材
を
買
収
し
た
の
が
野

同
窓
会
顧
問

柴

崎

晴

雄

（
二
十
五
期
卒
）

村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
あ
っ
た
。

次
い
で
欧
州
債
務
危
機
が
発
生
、
リ

ス
ク
を
取
っ
た
失
敗
か
ら
、
結
果
と

し
て
自
ら
墓
穴
を
掘
る
羽
目
に
陥
り

そ
う
だ
。
い
ま
、
天
下
の
野
村
の
経

営
陣
は

「企
業
の
公
募
増
資
に
絡
む

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
疑
惑
」
の
発
覚
が
証

券
市
場
を
賑
わ
し
て
い
る
。
野
村
だ

け
で
な
く
大
手
証
券
の
一
角
の
他
の

数
社
も
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く
と
も

主
要
企
業
の
粉
飾
事
件
や
投
資
詐
欺

事
件
な
ど
の
不
祥
事
が
頻
発
し
て
い

る
な
か
、
手
引
き
し
た
の
は
元
野
村

證
券
マ
ン
ら
で
あ
っ
た
と
の
報
道
で
、

証
券
最
大
手
の
野
村
は
厳
し
い
立
場

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
監
督
官
庁

（金
融
庁
）
が
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
に
対
し
て
何
ら
か
の
行
政
処
分

を
出
す
の
で
は
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
経
営
環
境
の
下
で
、
こ

の
度
の
増
資
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件
を

契
機
に
す
る
ま
で
も
な
く
、
後
述
の

通
り
、
野
村
は
過
去
に
も
指
摘
さ
れ

た
事
件
は
少
な
く
な
い
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
欠
如
と
か
情
報
管
理
体

制
の
不
備
を
問
わ
れ
て
い
る
が
、
メ

ガ
バ
ン
ク
と
の
再
編
も
囁
か
れ
始
め

た
同
社
の
先
行
き
が
案
じ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
八
月
に
入
り
、
日
本
市
場

へ
の
信
頼
が
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
当

局
が
動
き
出
し
た
事
実
は
無
視
で
き

な
い
。
こ
れ
ま
で
経
済
犯
罪
か
ら
信

用
失
墜
を
招
き
、
破
綻
を
招
い
て
消

え
去
っ
た
企
業
が
後
を
絶
た
な
い
。

百
年
企
業
が
数
々
あ
る
中
で
も
、

ソ
ニ
ー
の
如
く
、
創
立
し
て
百
年
に

満
た
な
く
て
も

「神
話
が
崩
れ
つ
つ

あ
る
」
と
云
わ
れ
始
め
て
い
る
。　
一

八
九
五
年
、
日
清
戦
争
の
勝
利
後
、

多
く
の
起
業
が
あ
っ
て
、
現
在
で
も

基
幹
産
業
と
し
て
永
続
し
て
い
る
。

当
時
、
商
法
が
ま
だ
未
整
備
で
あ
っ

た
か
ら
、
主
務
官
庁

（農
商
務
省
と

し
て
、
築
地

（現

。
新
橋
演
舞
場
）

に
あ
っ
た
。
）
の
行
政
指
導
で
、
会

社
定
款
に

「企
業
の
存
続
期
間
は
満

五
十
年
と
す
る
」
と
明
記
し
て
い
た
。

と
す
れ
ば
各
社
は
五
十
年
経
っ
た
と

き
解
散
し
て
廃
業
し
ろ
と
云
わ
ん
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

事
実
は
、
五
十
年
後
の
相
当
年
次

は
昭
和
二
十
年
、
云
う
ま
で
も
な
く

大
東
亜
戦
争
で
大
日
本
帝
国
は
敗
戦

国
と
な
っ
た
。
そ
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

る
戦
後
改
革
に
よ
り
、
財
閣
解
体
、

過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
適
用
な

ど
で
、
結
果
的
に
は
定
款
に
規
定
し

た
通
り

「会
社
の
存
続
期
間
五
十
年
」

を
文
字
通
り
実
行
さ
せ
ら
れ
、
社
名

変
更
、
分
割
等
の
変
革
が
行
わ
れ
た
。

従
っ
て
存
続
各
社
は
こ
の
条
項
を
定

款
か
ら
削
除
し
た
。

歪
め
ら
れ
た

株
主
提
案
権
の
乱
用

「野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
の

定
時
株
主
総
会

（去
る
六
月
二
七
日

開
催
）
に
、
前
代
未
間
の
株
主
提
案

権
が
行
使
さ
れ
た
。
東
京
電
力
を
は

じ
め
と
す
る
電
力
各
社
に
於
い
て
も

「衰
退
産
業
の
道
を
歩
ん
で
い
る
」

実
情
か
ら
、
社
員
の
高
待
遇
へ
の
異

議
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
議
案
提
案

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

昭
和
五
六

（
一
九
八
一
）
年
の
商

法

（現

・
会
社
法
）
改
正
で
導
入
さ

れ
た
株
主
提
案
制
度
は
、
株
主
が
一

定
の
要
件
を
備
え
れ
ば
株
主
総
会
ヘ

議
案
を
提
起
で
き
た
。
要
件
と
は
総

議
決
権
数
の
一
％
以
上
も
し
く
は
三

百
個
以
上
の
議
決
権

（当
時
の
単
元

株
が
一
千
株
の
上
場
企
業
が
多
数
で

あ
っ
た
時
は
、
三
十
万
株
以
上
）
を

引
き
続
き
六
ケ
月
以
上
持
続
す
る
こ

と
。
提
案
株
主
の
主
た
る
行
使
目
的

は
、
自
ら
経
営
陣
に
参
画
意
欲
を
持

ち
た
い
と
か
、
利
益
処
分
案

（現

・

剰
余
金
処
分
）
で
増
配
要
求
が
狙
い

で
あ
る
等
が
通
例
で
あ
っ
た
。

今
回
の
野
村
の
総
会
に
提
起
さ
れ

た
株
主
提
案
の
理
由
を
見
た
限
り
に

於
い
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
低
次
元
な
議

案
提
案
は
常
識
を
逸
脱
し
て
い
る
。

提
案
者
は
一
個
人
株
主
に
過
ぎ
な
い

が
、
天
下
の
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
定
時
総
会
の
議
案
作
成
に
あ
た

つ
て
、
事
前
に
件

（く
だ
ん
）
の
株

主
と
の
対
話
を
も
っ
て
す
れ
ば
最
悪

の
事
態
は
避
け
ら
れ
た
の
で
は
？
Ｉ

Ｒ
不
足
が
招
い
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
。

こ
う
し
た
場
合
、
株
主
提
案
者
の

提
案
理
由
は
原
文
で
記
載
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
通
例
で
は
被
提
案

（会
社
）

側
と
し
て
は

「取
締
役
会
の
意
見
‥

本
議
案
に
反
対
し
ま
す
。
」
と
記
載

し
、　
一
株
主
の
議
案
提
案
を
議
場
で

会
社
側
の
反
対
多
数
で
否
決
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
提
案
株
主
は
、
単

な
る
売
名
行
為
ま
た
は
議
事
を
撹
乱

す
る
目
的

（嫌
が
ら
せ
）
の
ケ
ー
ス

が
多
く
、
た
ぶ
ん
他
意
が
あ
っ
て
の

行
動
が
想
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
営
業
取
引
で
売
却
損
を
被

っ
た
場
合
の
ク
レ
ー
ム
、
こ
れ
が
転

じ
て
所
有
株
式
の
買
取
請
求
訴
訟

（ま
た
は
損
害
賠
償
訴
訟
）
に
持
込

む
等
が
考
え
ら
れ
る
。
東
京
地
裁
な

ど
の
法
廷
各
室
で
は
、
当
時
、
原
告

が
個
人
株
主
で
被
告
が
野
村
證
券
の
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い メ 裁 を に つ 違 顧 し 私 ⌒ 証 訴

ぶ
こ

癬 警 ヌ お 寒 雰 看 乳 禅 嚢 詳°
の 地 致 て で く 護 度 裁 の の 数V美

下 し は 出 帝 士 か の 会 審 が
味 食 た 次 廷 国 か 臨 法 社 決 軒
か 堂 し 号 を 劇 ら 場 廷 関 も 並
つ の

°
で 促 場

｀
し へ 係 多 み

た ラ 法 詳 さ の 絶 た 被 訴 数 で
記 ン 廷 細 れ 芝 対 経 告 訟 明 あ
憶 チ 通 な た 居 に 験 代 事 示 つ
を ⌒ い 経

°
見 勝 あ 理 件 さ た

忘 ラ の 験 本 物 訴 り 人 で れ ほ
れ l時 談 件 の 間

°
と

｀
た か

。
商
号
変
更
　
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
↓
　
野
菜
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

（
ヘ
ル
シ
ー
を
重
視
）

・
株
主
総
会
の
議
事
運
営
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
議
事
リ
ハ
ー
サ
ル
の
情
報
の
開
示

・
役
員
呼
称
　
取
締
役
会
長
　
　
　
　
　
　
↓
　
グ
ル
ー
プ
長
と
し
て
定
款
に
明
記

・　
　
〃
　
　

取
　
締
　
役
　
　
　
　
　
　
↓
　
ク
リ
ス
タ
ル
役

（い
い
加
減
な
呼
び
方
で
良
し
と
す
る
）

。
発
行
可
能
株
式
数

（授
権
資
本
）
　
　
　
↓
　
一ハ
百
億
株
は
多
す
ぎ
、
増
資
す
れ
ば
株
価
さ
ら
に
下
落

ｏ
日
常
の
基
本
動
作
の
見
直
し
　
　
　
　
　
↓
　
社
内
の
便
器
を
和
式
と
し
下
半
身
強
化

（踏
ん
張
り
ど
き
）

。
投
資
先
の
制
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
・墓
電
、
関
電
に
対
す
る
融
資
、
投
資
を
禁
ず
る

し
か
し
、
個
人
投
資
家
的
に
は
大
い
に
賛
同
し
た
い
提
案
が
二
件
含
ま
れ
て
い
る
。

。
今
後
の
増
資
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
公
募
に
よ
ら
ず
ラ
イ
ツ
・
イ
シ
ュ
ー

（株
主
割
当
増
資
）
の
み
に
よ
り
、

公
募
の
場
合
は
株
主
総
会
の
要
決
議

（昔
は
新
株
式
発
行
は
総
会
の
要

特
別
決
議
で
あ
っ
た
）

・
取
締
役
、
執
行
役
の
責
任
軽
限
　
　
　
　
↓
　
一局
額
К
屋
い
入
れ
た
元
リ
ー
マ
ン
の
人
材
を
見
切
る

日
常

の
Ｉ
Ｒ
活
動
が
大
切

さ
て
、
野
村
の
株
主
提
案
に
話
題

を
戻
す
と
、
原
則
と
し
て
提
案
書
の

全
文
を
総
会
議
案
書
に
掲
載
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
社

提
案
議
案
は
第

一
号
議
案
の
み
で
、

第
二
号
議
案
か
ら
実
に
第
十
九
号
議

案
ま
で
す
べ
て

「定
款

一
部
変
更
の

件
」
と
し
、
全
八
ペ
ー
ジ
に
及
ん
で

い
る
。
但
し
、
提
案
株
主
名
の
記
載

は
な
い
。

（個
人

一
名
）

提
案
者
の
内
容
と
し
て
は
、
定
款

の
各
遂
条
毎
に
ケ
チ
の
付
け
処
を
百

件
に
及
び
、
そ
の
内
、
十
八
議
案
に

焦
点
を
当
て
、
目
的
事
項
の
追
加
、

役
員
報
酬
の
制
限
、
増
資
の
方
法
、

情
報
の
開
示
な
ど
関
心
の
ポ
イ
ン
ト

は
良
し
と
し
て
も
、
提
案
理
由
が
実

に
幼
稚
拙
劣

（お
笑
い
を
誘
う
）
で

あ
る
こ
と
。
説
得
力
と
迫
力
に
乏
し

く
、
受
け
て
立
つ
会
社
側
も
よ
い
恥

さ
ら
し
に
な
っ
た
の
は
気
の
毒
と
云

え
よ
う
。
提
案

（抜
粋
）
の
一
部
は

左
の
通
り
。
（原
文
の
ま
ま
）

東
証
で
は
、
増
資
に
よ
る
株
主
利

益
の
希
簿
化
減
少
の
た
め
に
は
、
ラ

イ
ツ
・
イ
シ
ュ
ー
の
活
用
を
容
易
に

す
る
た
め
の
事
務
的
整
備
を
株
主
名

簿
管
理
人

（信
託
銀
行
の
証
券
代
行

部
）
に
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
株
主
を
無
視
し
た
公
募
増
資
を
抑

制
す
る
効
果
が
望
ま
れ
る
か
ら
で
あ

フ０
。証

券
界

の
体
質
改
善
が

問
わ
れ
る

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
か
ら
筆
を
す

す
め
た
が
、
昭
和
六
三

（
一
九
八
八
）

年
の
証
取
法
改
正
に
よ
り
刑
事
罰
が

科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
企

業
の
役
員
が
内
部
者
で
違
反
し
た
場

合
は
、
以
後
の
発
行
会
社
の
エ
ク
イ

テ
ィ
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（有
償
増
資
）

が
当
面

（最
長
五
年
間
）
不
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
内
部
者
と
し
て
の

企
業
の
代
表
者
、
そ
の
代
理
人
そ
の

他
の
従
業
員
は
、
内
部
者
と
し
て
東

証
へ
企
業
別
に
届
け
出
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
た
。
役
員
個
別
の
事
情
に
よ

り
株
式
を
売
買
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き

は
、
そ
の
事
由
を
事
前
に
届
け
出
た

２ヽ
え
で
、
売
買
時
に
内
部
者
で
あ
る

旨
を
申
し
出
て
注
文
す
る
等
の
手
順

を
踏
む
必
要
が
あ
っ
た
。

証
券
事
故
か
ら

体
質
改
善
は
為
さ
れ
た
か

大
証
券
は
増
資
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
の
ほ
か
Ｔ
Ｏ
Ｂ

（株
式
の
公
開
買

付
け
）
Ｍ
＆
Ａ

（企
業
買
収
）
等
の

情
報
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
、
加
え
、
平
成

三
年
当
時
、
主
要
顧
客

（ま
た
は
特

別
な
与
党
株
主
）
に
対
す
る
損
失
保

証

（補
填
）
が
明
る
み
に
出
て
、
利

益
供
与
事
件
に
発
展
し
、
市
場
の
公

正
制
に
反
し
た

「無
償
の
利
益
供
与

禁
止
」
の
商
法
改
正

（罰
則
規
定
の

新
設
）
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
不
祥
事

が
起
因
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
九
年

に
山
一
證
券
の

「飛
ば
し
粉
飾
決
算
」

が
発
覚
、
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
。

現
在
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｂ
や
Ｍ
＆
Ａ
の
情
報

は
独
禁
法
絡
み
に
も
関
連
し
て
く
る
。

こ
う
し
た
痛
み
を
伴
っ
て
も
、
証
券

界
で
は
不
正
疑
惑
が
絶
え
ず
、
旧
態

依
然
と
し
て
体
質
改
善
が
見
ら
れ
ぬ

ど
こ
ろ
か
、
常
習
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

世
界
の
ソ
ニ
ー
神
話
が
凋
落
気
味

と
の
風
評
の
な
か
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
建

築
様
式
の
ひ
と
き
わ
目
立
つ
日
本
橋

野
村
証
券
本
社
ビ
ル
も
凋
落
へ
向
か

う
の
だ
ろ
う
か
、
デ
フ
レ
脱
却
で
き

な
い
ま
ま
、
百
年
企
業
へ
の
神
話
維

持
に
向
け
、
努
力
傾
注
す
る
企
業
は

多
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（一こ
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平成 24年 10月 20日    二 商 会 計 人 ニ ュ ー ス 第 16号

東

京

五
月
二
十
二
日
に
開
業
し
た
世
界

一
高
い
電
波
塔
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
展
望
台

「天
望

デ
ッ
キ
」
へ
の
来
場
者
が
、
八
月

一

日
午
前
九
時
前
に
一
〇
〇
万
人
に
達

し
た
そ
う
で
す
。
開
業
七
二
日
で
の

達
成
で
す
。
初
め
は
完
全
予
約
制
で

し
た
が
、
七
月
十

一
日
か
ら
当
日
券

が
一
日
約

一
万
枚
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
開
業
広

報
事
務
局
に
よ
り
ま
す
と
、
商
業
施

設
を
含
む

「東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン
」
全
体
で
は
、
七
月
十
九
日
に

来
場
者
が
一
、
〇
〇
〇
万
人
を
突
破

し
た
そ
う
で
す
。

実
は
私

「天
望
デ
ッ
キ
」
に
三
回

昇
り
ま
し
た
。
墨
田
区
で
は
、
五
月

三
・
四
・
五
日
に
小

。
中
学
生
、
老

人
会
、
身
障
者
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
老
人
会
に
入
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
恩
恵
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
各

団
体

一
時
間
毎
に
決
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
三
日
に
昇
っ
た
友
人
は

雨
で
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
私

の
町
会
は
四
日
の
八
時
で
し
た
が
、

一
面
の
雲
で
し
た
。
長
く
居
た
人
は

雲
の
切
れ
間
か
ら
少
し
見
え
た
と
云

っ
て
お
り
ま
し
た
。
同
じ
日
の
夕
方

他
の
事
で
五
時
に
昇
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
行
く
時
は
雨
が
降
っ
て
い

た
の
で
ち
ょ
っ
と
心
配
で
し
た
が
、

昇
る
頃
は
雨
が
止
ん
で
明
る
か
っ
た

の
で
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
日

が
落
ち
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
本
り

に
遠
く
ま
で
見
え
ま
し
た
。
富
士
山

は
曇
っ
て
い
て
見
え
ず
残
念
で
し
た
。

葛
西
の
方
に
小
さ
い
虹
が
見
え
ま
し

た
。江

戸
時
代
に
描
が
か
れ
た
屏
風
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
見
渡
た

せ
る
景
色
と
ま
る
で
同
じ
よ
う
で
す
。

よ
く
想
像
が
出
来
た
な
あ
と
驚
い
て

し
ま
い
ま
す
。　
一
回
目
に
昇
っ
た
時

に
は
想
像
で
き
な
い
風
景
で
し
た
。

三
回
日
は

「天
望
デ
ッ
キ
」
に
東

武
ホ
テ
ル
・
レ
バ
ン
ト
東
京
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

私
の
誕
生
日
と
同
窓
会
長
就
任
の

ス
カ
イ

ツ
リ
ー

同
窓
会
会
長

岩

瀬

和

子

（
二
十
六
期
卒
）

お
祝
に
同
期
の
友
人
が
招
待
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

日
が
落
ち
る
と
灯
り
が
と
も
り
出

し
、
暗
く
な
る
と
、
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
葛
西
臨
海
公
園
の
観
覧
車

が
き
れ
い
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
花
火
が
き
れ
い
に
見
え
る
の
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

「天
望
デ
ッ
キ
」
に
昇
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
と
て
も
い
い
ん
で
す
、
四
機

あ
り
早
く
て
静
か
で
す
。

一
は
春
、
桜
で
す
。
二
は
夏
、
切

り
子
の
ガ
ラ
ス
で
花
火
で
す
。
三
は

秋
、
金
色
の
鳳
凰
で
す
。
四
は
冬
、

銀
色
の
都
鳥
で
す
。
夏
の
花
火
が
一

番
人
気
だ
そ
う
で
す
。
偶
然
、
夏
に

三
回
乗
り
、
桜
に
乗
っ
て
み
た
い
の

で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
帰
り
は
待
っ
て
乗

り
ま
し
た
。

私
は
毎
晩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
見
て

い
ま
す
が
、
我
が
家
か
ら
は
雅
の
紫

色
が
き
れ
み
見
え
な
い
の
が
残
念
で

す
。

骰
甕

獲

一一一一一一一一一嬢

嘔
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第
二
十
回
定
期
総
会
、

懇
親
会
開
催
さ
れ
る

第
二
十
回
定
期
総
会
、
懇
親
会
は
、
平
成
二
十
四
年
六

月
十
四
日

（木
）
午
後
二
時
よ
り
両
国
の
大
関
庵
で
行
わ

れ
、
議
案
等
、
出
席
者
の
同
意
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
　
第

一
、
開
会
挨
拶

一
、
会
長
挨
拶

一
、
議

事

①

議
長
選
任

②

議
事
録
署
名
人
選
任

③

第

一
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
書

０

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
収
支
決
算
報

生
回

⑤

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
三
年
度
収
支
決
算
監

査
報
告

⑥

第
四
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案

０

第
五
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
案

一
来
賓
祝
辞
　
　
東
霞
先
生
。
岩
瀬
同
窓
会
会
長
。
柴
崎

同
窓
会
顧
問

一
、
懇
親
会

①

乾

杯

②

会
食
懇
談

一
、
閉
会
挨
拶

第 4号議案 平成24年度事業計画案承認に関する件

1.会員名簿の整備 と加入促進運動を行 う。

2.機関誌 「都の空」発行。

3.財政基盤の強化を図る。

4.母校三商 と連絡協議 し、母校発展に寄与する

活動を行 う。

5.会員相互の親睦と情報交換を図るため、適切

な活動を行う。

6.母校会計科事業活動について引き続き支援活

動を行 う。

第 5号議案 収支予算案承認に関する件

第 6号議案 役員改選に関する件

貸 借 対 照 表

校

歌

都

の
空

は
あ

け

た
り

今

希

望

に
燃

ゆ

る
若

き

わ

れ
ら

都

立
第

二
商

業

　

，ビ

」
に
拠

る
や

日
本

の
富

を
担

ふ
わ

れ

ら

富

岳

の
雪

を
望

む
窓

辺

理
想

は
高

し
　
若

き

わ

れ
ら

都

立

第

二
商
業

　

ソコ

」
に
居

る
や

都

の
栄

え

を
築

く

わ

れ

ら

東

都

の
海

の
間

に
あ
り

て

心

は
潤

し
　

若

き

わ

れ

ら

都

立

第

二
商

業

　

ンし

」
に
立

つ
や

江
戸

の
ほ

こ
り

を
継
げ

る
わ

れ
ら

作 作

曲 詞

山 前

田 田

耕 夕

律 暮

平成24年 4月 1日 ～平成25年 3月 31日 まで (単位 :円 )

収入の部 支出の部

前期繰越金

会費 収 入

雑 収 入

1,069,927

120,000

10,000

費

費

他

費

費

費

会
臨
顧
外
　
備

総

機

通

渉

雑

予

20,000

110,000

24,000

10,000

3,000

1,032,927

計 1,199,927 計 1,199,927

第 1号議案 (平成23年度事業報告)

前年度同様に親睦行事、広報活動、

議等を実施 した。

また、会計人会の機関誌 「都の空」

者の尽力により発行した。

主な活動記録

23年 06月 23日 第19回定期総会

23年 H月 14日  都の空編集会議

24年 02月 09日 賀詞交換会

第 2号議案  (平成23年度収支報告書)

収 支 内 容

*定期総会費用  (収入)12,000(支出)

新年賀詞交換会      15,000

貸 借 対 照 表

母校の連絡協

第15号を関係

19,200(差引)7200

14,390          610

(単位 :円 )平成24年 3月 31日 まで

現  金 0

次期繰越金 1,069,927郵便貯金

振替貯金

1,049,767

20,160

第 3号議案 監査報告に関する件

収支報告書について、会計帳簿 と証憑書類など突

合の結果、適正なものと認めます。

平成24年6月 14日

監事 幌足 誠

平成23年 4月 1日 ～平成24年3月 31日 まで (単位 :円 )

収入の部 支出の部

前期繰越金

会 費収 入

雑 収 入

1,091,279

108,000

13,273

総 会 費 等

機 関誌 費

通 信 費他

雑   費

次期繰越金

19,200

99,225

20,320

3,880

1,069,927

計 1,212,552 計 1,212,552
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